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　　　簗場（やなば）

近年の研究で、加藤清正が川狩り

を楽しむために設けた茶屋が起源

であることが明らかになりました。

その後、細川藩主細川忠利が整備

を進め、代々の細川藩主が来遊し

たとされています。

 甲佐神社（肥後国二ノ宮）

主祭神は八井耳玉命（甲佐明神）

です。中世には「肥後南部の鎮守」

や「当国第二宮」として崇敬を集

めていました。

竹崎季長が「蒙古襲来絵詞」を奉

納したとされています。

 陣ノ内城跡周辺の文化財など

  松尾城（町指定文化財）

戦国時代には、阿蘇家家臣の伊津

野秀勝とその子山城守が在城した

とされています。
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陣ノ内城跡は、阿蘇氏から小西氏
への城郭の変遷を示すだけでなく、近
世以降の甲佐のまちの形成に大きな影
響を与えてきました。陣ノ内城跡は、
甲佐町にとって重要な歴史資産です。
　また、甲佐町の歴史は緑川の流れが
つくってきたという物語（「甲佐物語」）
として表現でき、陣ノ内城跡もその一
部と言えます。

私たちの城 「陣ノ内城跡」
緑川が語る 「甲佐物語」

登って守り伝えよう　巡ればもっと好きになる

史跡陣ノ内城跡の保存活用事業で掲げる大綱

周辺文化財アクセス MAP

やいみみたまのみこと

やましろのかみ

鵜ノ瀬堰（町指定文化財）

慶長 13 年（1608）に加藤清正に

よって普請された、とされる緑川

河川工事の代表的な堰です。

アクセス・駐車場


